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佐
久
警
察
署

新
庁
舎
業
務
開
始

家
庭
で
も
電
器
の

 

安
全
点
検
を

　

平
成
27
年
12
月
よ
り
建
設
し
て

い
ま
し
た
佐
久
警
察
署
が
完
成
し

平
成
29
年
８
月
21
日（
月
）よ
り
、

新
し
い
庁
舎
で
の
業
務
を
開
始
し

ま
す
。
な
お
、
外
構
工
事
な
ど
を

平
成
30
年
３
月
ま
で
行
う
予
定
で

す
。
来
庁
の
際
は
工
事
関
係
車
両

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

新
庁
舎
本
館
の
概
要

１
階　

 

総
務
課
・
会
計
課
・
地
域

課
・
交
通
課

２
階　

生
活
安
全
課
・
刑
事
課

４
階　

警
備
課

問
い
合
わ
せ
先

　

佐
久
警
察
署

 

０
２
６
７（
68
）０
１
１
０

　

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

で
す

　

高
温
多
湿
の
夏
場
は
、
１
年
の

う
ち
で
感
電
や
電
気
事
故
の
最
も

多
い
季
節
で
す
。
こ
の
た
め
、
経

済
産
業
省
の
主
唱
の
も
と
、
８
月

を「
電
気
使
用
安
全
月
間
」と
し
て
、

全
国
一
斉
に
電
気
使
用
安
全
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

＝
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
＝

○ 

傷
ん
だ
電
線
、
コ
ー
ド
を
使
わ

な
い
。

○ 

洗
濯
機
、
電
子
レ
ン
ジ
に
ア
ー

ス
を
取
り
付
け
る
。

○ 

漏
電
遮
断
器
は
取
り
付
け
る
。

○ 

１
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
た
く

さ
ん
の
電
気
を
と
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
、

電
気
は
安
全
に
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

中
部
電
気
保
安
協
会

 

佐
久
営
業
所

 

０
２
６
７（
68
）５
２
８
６

防
災 

ま
め 

知
識

ま
め

【
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
】

　

近
年
、
全
国
的
に
集
中
豪
雨

に
よ
る
土
砂
災
害
が
多
発
し
て

お
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
は
ひ
と
た
び
発
生

す
れ
ば
、
道
路
の
寸
断
や
建
物

被
害
だ
け
で
な
く
、
人
命
に
か

か
わ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
お
住
ま
い
の

地
域
が
土
砂
災
害
の
発
生
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に
含
ま
れ

て
い
る
か
、
土
砂
災
害
防
災

マ
ッ
プ
等
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
や
避
難

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
正
し
い
知

識
を
身
に
つ
け
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
落
ち
着
い
て
行
動
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
準
備
し
て

く
だ
さ
い
。

【
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
】

　

町
内
に
は
多
数
の「
が
け
崩

れ
」、「
土
石
流
」の
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
発
生
す
る
と
き
に

は
、
多
く
の
場
合
、
何
ら
か
の

前
兆
現
象
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
21

平
成
29
年
６
月
30
日
付

職
員
人
事
異
動

〇
退
職
者（
６
月
30
日
付
）

税
務
課 

内
堀　

幸
子

保
健
福
祉
課 

加
藤　

雅
俊

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係（
32
）３
１
１
１

が
け
崩
れ
の
前
兆
現
象

● 

が
け
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ

と
落
ち
て
く
る
。

● 

が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

● 

が
け
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い

る（
流
れ
て
く
る
水
が
濁
る

場
合
も
注
意
）。

● 

が
け
か
ら
異
様
な
音
が
聞
こ

え
る
。

土
石
流
の
前
兆
現
象

● 

山
鳴
り
が
す
る
。

● 

立
木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ

つ
か
り
合
う
音
が
聞
こ
え
る
。

● 

急
に
川
の
流
れ
が
濁
り
、
流

木
が
混
じ
り
始
め
る
。

● 

降
雨
が
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る
。

● 

腐
っ
た
土
の
匂
い
が
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
注
意
し
て

い
た
だ
き
、
大
雨
時
や
土
砂
災

害
警
戒
情
報
等
が
発
表
さ
れ
た

際
は
、
お
早
め
に
自
主
避
難
を

検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
防
災
情
報
係

 

（
32
）３
１
１
１
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御
代
田 

連
絡
先　
佐
久
広
域
連
合
御
代
田
消
防
署（
32
）０
１
１
９

 災害への備え

　災害が起こる前に準備出来ることは数多くあります。
●家族の連絡先、血液型などが分かる台帳の作成
●家具の転倒防止
●避難経路、避難場所の確認
●地域の防災訓練への参加
● 災害時持ち出し品の置場、中身の確認（非常食、懐中電灯、携帯電話、充電
器など）

準備できること

　自然災害は、いつ起こるか分かりません。災害が発生した際、落ち着いた
行動がとれるよう出来ることから準備をしておきましょう。

　災害が起きたとき、怪我、落下物、倒壊等による挟まれに注意し行動して
ください。災害発生時、道路寸断等交通障害により、消防はすぐに現場に行
くことが出来ない場合が予想されます。ですので、救助や医療の介入までの
間は自分の命は自分で守ってください。更に余裕があれば共助の精神で、他
の人を助けてください。

　自分の安全を確保し、助け合いの行動をとってください。
●机の下などで自分の身を守る
●ブレーカーを切っておく
●エレベーターを使用しない
●最寄りの避難場所へ避難する
●コンビニエンスストアなどを有効活用する
●周りに怪我人がいないか確認し合う
●歩行困難者への避難補助をする

もしも災害が起きてしまったら

　もしもの時、上記以外にも出来ることは数多くありますので、事前に調べ
ておくことが大切です。また、御代田町はベッドタウンとして人口が伸び、
県内でも高齢者が少なく若者の多い町となっています。積極的に動くことの
できる若者が協力し合えば、多くの人を避難させることが出来ます。日頃か
ら近隣の方との関係を大切にし、顔の見える関係の構築に努めてください。
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